
２００５年３月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１３５号 第３種郵便物 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ推進北海道会議 

北海道ＮＰＯサポートセンター

北海道ＮＰＯバンク 

市民活動を支える制度を強化しよう！ 

 北海道ＮＰＯ越智基金 

【２００５年３月号】

北海道ＮＰＯ情報 
 

                                              発行 北海道情報宣伝研究会 

札幌市中央区北４条西１２丁目

1976年７月９日第３種郵便物認可
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３月号は助成金情報に注目！
●秋山記念生命科学振興財団 

●赤い羽根共同募金 

●北海道ろうきん市民活動助成

●ニトリ北海道応援基金 

●まちづくり市民財団 

●損保ジャパン記念財団 
 
月１３日（日） コミュサポ地域交流会～in札幌～ 
広域圏（石狩支庁管内）８市町村で地域サポーター団体１３団体とホームページ作成希望

０団体が参加して、コミュサポ事業を展開してきました。本年度のまとめとして、主に札

の参加団体を中心とした「コミュサポ地域交流会」を行います。この事業は来年度もホー

ジ作成支援希望団体を募ると共に、「まちづくり活動支援事業」として活動奨励金を交付

援も構想されています。多くのＮＰＯ、市民活動団体の参加を呼びかけます。 

：３月１３日（日）１０:００～１７:００ 参加費：無料 

：札幌市男女共同参画センター４F 大研修室（北区北８条西３丁目 札幌エルプラザ内） 

ラム】（予定） 

～ 交流会開会 
～ コミュサポ事業＆ウェッブメーカーシステム紹介 
～ 各団体作成ホームページプレゼンテーションその１ 
～13：00 昼食＆休憩・交流 
～ 各団体ホームページプレゼンテーションその２ 
～ 平成 17年度コミュサポ事業構想発表（札幌広域圏組合 輪島振興課長）
～ 講演 テーマ：『これからの協働事業の取組み』

佐藤 隆 氏（特定非営利活動法人NPO推進北海道会議 理事･事務局長） 
～ 楽しいコミュサポホームページコンテスト結果発表＆表彰 
～ コミュサポユーザー会 
  交流会閉会 
：北海道 NPOサポートセンター 後援：札幌広域圏組合、札幌市 

【この交流会は、札幌広域圏組合地域コミュニティ活動支援事業の一環です。】 
先》北海道 NPOサポートセンター 担当：鈴木、畑 Tel：011-204-6523 
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３月４日スタート 
《決算書作成アドバイス付き》 

毎回ご好評いただいている会計講座のご案内です。今回は決算月のため、個別相談に応じる時間を 
設けて、実際の決算書作成のアドバイスを行います。もちろん日常会計処理、会計ソフトを使った 
仕分けも従来どおり学びます。今年度最後の会計講座です。ご参加下さい。     
                                                         
●日 時／３月4日、１１日、１８日、２５日、４月１日 

午後４時～６時（毎週金曜日 全５回） 

●場 所／北海道NPOサポートセンター 研修室        

（札幌市中央区北5条西6丁目札通ビル８F） 

●講 師／小沼 千佳子 

 （北海道NPOサポートセンター会計担当） 

● 定 員 ／10名程度（最小催行人員3名） 

●受 講 料／10,500円（税込み、初回納入）  

●しめきり／３月３日（木）必着      
●お問合せ／TEL 011-271-5208  

（担当 山本・松本）                           

 ●お申込み／FAX 011-281-8807   

E メール npo@mb.infosnow.ne.jp 
 

【講習の概要】 

簿記の基礎を学び、実際に練習問題

の仕訳（振替伝票記入）をやってみ

ます。 

講習時に使用する会計ソフトは、

「会計王５ ＮＰＯ Limited」です。

ソフトの扱い方を中心にパソコン入

力もたくさん、練習します。最終的

には決算書を作成し、財務諸表の見

方などを学びます。今回は講習中に、

団体それぞれの個別質問に対応する

時間を用意して、それぞれの団体の

事情に合わせたアドバイスができる

よう工夫します。 
 ト

。 
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団体名・受講者氏名・連絡先電話番号・会計ソフ

名（使用している方のみ）を書いてお申込下さい
 

月５日は石狩へ  札幌広域圏組合・コミュサポ交流事業 

 「市民活動ホームページたちあげ情報交換会」in いしかり 

日時：３月５日（土） 10：00～12:00 

場所：石狩総合保健福祉センター りんくる視聴覚室（花川北６条１丁目４１－１） 

当日プログラム 

 

10：00～ 開会 

10：10～ 各コミュサポ参加団体HPプレゼンテーション 

11：20～  ～デザイン工房・葡萄の木の鈴木高明さんによる～  

ウェッブメーカーシステムの便利な使い方講座 

11：40～ ウェブシステムユーザー会について 

今後のコミュサポ事業について 

【問合せ先】NPO法人 ひとまちつなぎ石狩 担当：羽田 （Tel：0133-60-2722） 

主催：ＮＰＯ法人ひとまちつなぎ石狩、デザイン工房・葡萄の木、コミュサポＮＥＴはまます、札幌広域圏組合、 
北海道ＮＰＯサポートセンター、石狩市、当別町、浜益村 

石狩市主催セミナー「コミュニティー・ビジネスのすすめ」 
講師：樽見弘紀氏（北海学園大学法学部助教授／北海道ＮＰＯバンク理事） 

日 時：３月５日１３：３０～１５：３０ 

場 所：石狩市総合保健福祉センター「りんくる」（花川北６条１丁目４１－１） 
参加費：無料  問合せ先：石狩市企画財政部協働推進担当（Tel：0133-72-3246） 

内 容：地域の人材を生かし、福祉やまちづくりなど公共性の高い小規模ビジネス 

（コミュニティー・ビジネス）の可能性について講演を聞きフロアディスカッションする。 
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３月９日（火）  川北秀人さん来札！ 
「協働の環境をどう育てるか」研修会 

ＩＩＨＯＥ【人と組織と地球のための国際研究所】代表の川北秀人氏を講師に、研修会を企画い

たしました。 
日 時：３月９日（水）午前１０時～午後３時 
会 場：北海道 NPOサポートセンター研修室（札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８階） 

参加費：３０００円（資料「企業・行政とＮＰＯとのより深い協働をめざして」＋昼食弁当代込み） 
参加者：自治体職員、ＮＰＯ関係者など「協働事業」に関係するポジションの方 
定 員：２０名（参加申し込みは電話、FAX、E-mailで 北海道ＮＰＯサポートセンターまで） 

電話０１１－２０４－６５２３  FAX０１１－２６１－６５２４ 
MAIL：npo@mb.infosnow.ne.jp  担当：北村、小林   後援：札幌市（予定） 

研修会内容 
（午前）講義 協働の環境をどう育てるか 

～「都道府県、主要市におけるＮＰＯとの協働環境に関する調査」から～ 
講師：川北秀人氏 ＩＩＨＯＥ【人と組織と地球のための国際研究所】代表 

（午後）質疑、グループ討論など 
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ＮＰＯ関連予算公開学習
２００５年
NPO法人は２万３５０団体となり、２万の大台に乗りました。北海道のNPO法人数は

京、大阪、神奈川、千葉に次ぐ数でなかなかの健闘ぶりです。 

新たな公共を創り出すべく、介護福祉、まちづくり、子育て支援、青少年育成、環境保全、

など様々な事業を展開し実績を積んでいます。 

京の NPO 支援団体「NPO 推進ネット」専務理事の高比良正司さんをお招きして、北海

て、NPO 関連の各省庁の予算や施策について学習会を開催します。NPO のために用意

です。使わない手はありません。まず国の予算の仕組みを勉強し、知恵を集めて「協働、

」などの事業に挑戦してみませんか。政府予算の各部署の詳細な情報をお渡し致しますの

加ください。 

海道のNPO関連予算についても資料提供できるよう検討しております。 

 

 

 

時 ２００５年３月１２日（土）１３：３０～１６：３０ 

所 札幌市ボランティア研修センター 第２研修室 

中央区北１条西９丁目リンケージプラザ２F） 

ム】   

連予算について  

良正司氏（NPO推進ネット専務理事・中央大学研究開発機構教授） 

党国会議員（予定） 

NPO関連予算について 

董信（北海道NPOサポートセンター理事・事務局長）（予定） 

 無料  

 ５０名（必ず事前に申し込んでください。先着順。定員になり次第終了） 

 NPO推進北海道会議／北海道NPOサポートセンター 

 民主党NPO局、民主党北海道 

問合せ・申込み 北海道NPOサポートセンター（北村）  FAX：011-261-6524
TEL：011-204-6523  E-mail：kitamura@npo-hokkaido.org
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３月１９日「市民活動と地方自治体の税制・財政フォーラム」 

堀田力さんの基調講演他開催！ 
 

最近、日本の各地でその地方自治体独自のＮＰＯ支援税制や財政支援が実施されています。今回、さ

わやか福祉財団の堀田力さんなどをお招きし「市民活動と地方自治体の税制・財政」と題したフォー

ラムを開催します。途中参加・退出も可能ですので、市民活動、税制・財政、地方自治などに関心の

ある方はお気軽にご参加ください。 

 日 時：3月 19日（土）１５時～１９時３０分 

場 所：北海道クリスチャンセンター（札幌市北区北７条西６丁目：電話011-736-3388） 

 定員/参加費： ２００名（先着順） / 1,000円 （要予約） 

 内 容： 

  第１部：個別報告会 １５時１５分～１６時４５分まで 

・ 市川市の「１％条例＝納税者が選択する市民活動支援に関する条例」について 

    （市川市市民生活部ボランティア・ＮＰＯ活動推進課副主幹 寺澤和博さん） 

    （http://www.city.ichikawa.chiba.jp/net/kikaku/sien/ 参照） 

・福岡市の「ＮＰＯ活動支援基金」について 

 （福岡市役所自主研究グループ「Now for future」事務局長 道副智美さん） 

 （http://www.fnvc.jp/20go_topics2.html 参照） 

・ハンガリーの「パーセント法」（納税者が所得税のうちの１％ないし２％を自らが選択した

公益機関に提供できるという法律）について 

（笹川平和財団事業部主任研究員／中欧基金室長代行 茶野順子さん） 

（http://www.spf.org/percent.html 参照） 

  第２部：基調講演 １７時～１７時５０分 講師 さわやか福祉財団理事長 堀田力さん 

第３部：パネルディスカッション・一般参加者との意見交換 １８時～１９時３０分 

  ・上記４名＋今川かおるさん（札幌市職員） 

＋コーディネータ瀧谷和隆（エーピーアイ・ジャパン） 

お申込/お問合せ（できるだけＦＡＸ又はＥメールにてお願いします。） 

電話：011-204-6523、ＦＡＸ：011-261-6524（北海道ＮＰＯサポートセンター北村まで） 

Ｅメール：apitakiya@aol.com 

主催：NPO法人エーピーアイ・ジャパン 共催：NPO推進北海道会議／北海道NPOサポートセンター 

後援：札幌市  ※このフォーラムは（財）トヨタ財団の2003年度の市民活動助成により実施しています。 

 

全国のNPO法人数が２万団体を突破しました。認証第１号から６年での到達です。 

特定非営利活動促進法に基づく申請受理数および認証数、不認証数等 
内閣府ホームページから http://www5.cao.go.jp/seikatsu/npo/data/pref.html 

受理数 認証数  不認証数  解散数 全国の申請受理数「内閣府・北海道含む」  

１/３１現在 （内閣府のホームページ）  
２１９３９ ２０３５０ １２６ ３２８ 

受理数 認証数  不認証数  解散数 
道内の申請受理数 １/３１現在 （北海道） 

７９２ ７６１ ０ １１ 

北海道内のNPO認証状況は道庁HP http://www.pref.hokkaido.jp/kseikatu/ks-bssbk/npo.index.htm 
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２月１８日に東京で開催された日本 NPOセンター主催の「NPOと行政の対話フォ
に参加しました。“地域の自治力を育てるために～市民参加の土壌づくり～”という

全国から自治体職員や NPO関係者等が多数集まりました。私が参加したセミナーで
働か」をテーマにディベート方式による討論が行われました。セミナーでは、自治体

働」の概念が異なることや、認識の違いなどの現状と問題点が指摘され、話題提供者

定側に分かれて討論を行いました。その結果、現状の枠内でも対話を重視し、お互い

ら関わることで、「協働」はできるのではという結論になりました。私にとって、「協

あるべきかは研修の課題ですが、セミナーでも指摘されていたように、言葉にばかり

ではなく、お互いが対話を重視し、持ち味を生かし、それぞれ単独ではできないこと

ことが、結果的に「協働」になるのではないかと思いました。会場からは「響働」と

てはという提案もあり、お互いが良い意味で影響し合える関係を対話の中から築いて

感しました。 
これからは NPOと行政だけではなく、NPOと NPO，NPOと企業とが対話し、互

同することから「協働」は拡がっていくと思います。認知・理解・信頼…「協働」を

ーワードが出ましたが、そのいずれもが対話の中からしか得られないものです。対話

して、お互いに開かれた組織であることが重要では、との意見が最も印象に残りまし

 

対話するということ 

ＮＰＯ研修日記  
２００４年度 その１１ 

 

ＮＰＯバンク融資申込みのお知らせ 

●第１１回融資 申込期間 ４月１９日から５月６日まで／融資実行６月中

●第１２回融資（予定） 申込期間 ８月上旬／融資実行９月下旬 

融資申込みに際して必要な書類は下記 URL から取り出せます。 

◆◆◆ＮＰＯバンクに対する問い合わせ先・資料請求先◆◆◆
 〒060-0062 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２Ｆ  

北海道ＮＰＯサポートセンター内 TEL:011-204-6523 FAX:011-261-6524  
npobank@npo-hokkaido.org  http://npo-hokkaido.org/bank_hp/index.htm 

２／１９（土）、NPOコミュニティビジネスフォーラム終了！

2月の寒さの中，50名近くの方々が集まり、北海道クリスチャンセンター（札幌市北区

目）にて、NPO コミュニティビジネスフォーラムが開催されました。このフォーラムは

業局より受託した「市民ベンチャー中間支援機能強化プログラム」のまとめとして、道内

市民活動団体のビジネス化支援の成果を発表することを目的に行われました。 

当日は札幌学院大学助教授の河西邦人氏による開会挨拶に始まり、函館・苫小牧・旭川

北見・札幌の各地域にてビジネス化支援を受けた NPO・市民活動団体とビジネス化を支

員による事例発表、「市民ベンチャー成功の方程式」と題した河西邦人氏による講演、そ

道NPOサポートセンター事務局長の小林董信氏による市民ベンチャーの今後のことを織

にて終了しました。 

 また、同場所にてコミュニティ市場
マーケット

（主催：コミュニティ市場実行委員会）が開かれ

に田中優氏により「エコとピースで食べていく」と題した講演があり、フォーラム参加者

ました。                                    

耳より情報 自由民主党組織本部団体総局ＮＰＯ・ＮＧＯ関係団体委員会（熊代昭彦

めた、「平成１７年度ＮＰＯ・ＮＧＯ関連政府省庁予算（案）」（Ａ４版２４頁）をご希望の方に実

ー代）でお分けいたします。内閣府をはじめ関係１１省庁の関連予算をコンパクトにまと

ご希望の方は、送付先住所・宛名を明記し２４０円分の切手を同封して北海道ＮＰＯサポー

幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル）宛郵送でお申し込み下さい。        

 

 
ーラム‘０５」

テーマのもと、

は、「委託は協

によって「協

が肯定側と否

がプロセスか

働」とはどう

とらわれるの

を成し遂げる

いう言葉にし

いければと実

いに共感・賛

表す様々なキ

できる土壌と

た。 

濱 市 朝 子 

旬～下旬 

 

 
 

北 7条西 6丁

、北海道経済産

7地域のNPO・

・帯広・釧路・

援してきた相談

して最後に北海

り交ぜての挨拶

ました。午前中

の多くが聴講し

（報告：鈴木） 

 

委員長）がまと

費（送料＋コピ

めたものです。

トセンター（札

（担当：北村） 
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 Ｊｎｅｔ 第１３５号  第３種郵便物 

☆ＮＰＯ法人のための「年度末事務講座」のご案内 

所轄庁では、ホームページ上で報告書の提出状況や内容を公表するなど、徐々にNPO法人への監

督を強化する事例が増えています。特定非営利活動促進法では、情報を公開することで市民によるチ

ェック機能を重視することをうたっていますから、事業報告書の提出という「説明責任」をしっかり

と果たしたいものです。 

そこで、このNPO法人のための年度末事務講座では、総会で法人としての情報共有と合意形成を

はかり、所轄庁へ事業報告書を提出し、法務局で変更登記の申請をするという、年度末事務の一連の

流れをすべてひとつの講座に詰め込みました。また、参加しやすいように同じ内容の講座を日にちを

変えて２回行いますので、この機会にぜひご参加下さい。 

 

■ 日 時／① 2005年 4月 18日（月）10：00～15：00 

② 2005年 5月 ２日（月）10：00～15：00 

■ 場 所／北海道NPOサポートセンター研修室 

（札幌市中央区北5条西6丁目2 札通ビル8F） 

■ 講 師／10:00～11:00 総会運営 

（小林董信 北海道NPOサポートセンター事務局長） 

  11:00～12:00 事業報告書作成 

（山本純子 北海道NPOサポートセンタ―法人申請担当） 

13:00～15:00 変更登記（大滝和子 司法書士） 

■ 受 講 料／3,150円 

■ お問合せ／TEL 011-271-5208 （担当 山本・松本） 

■ お申込み／団体名・受講者氏名・連絡先電話番号・法人成立日 

を書いて下記 FAX、電子メールにてお申込み下さい。 

FAX 011-281-8807 E メール npo@mb.infosnow.ne.jp 

■ 締  切／① 4月 11日（月） ② 5 月 9 日（月） 
 

 
サポセンスタッフの落書きコラム  

 
先日、第 56 回雪まつりが終了しました。今回で真駒内会場が最後とあって、同会場にも久

しぶりに行ってきました。 

 ご存知の方も多いと思いますが、この会場は自衛隊の駐屯地にあって、通常入れない敷地

内にフリーパスで入ることができるんです。ですから、夕方の照明は自衛隊の投光機を使って

いたりと、普段見ることのできない設備も見ることができます。 

 さらに、自衛隊グッズなるものも売っていてビックリ。迷彩服はわかるけど、「鮭とば」な

どの珍味は、ナゼ自衛隊グッズ！？ と思ってしまいました。 

 さて、この会場は昔から子ども向けになっていて、雪像には氷の滑り台がついていたり、

ミニSLが走っていたりと、親子連れで賑わっていてどこが少子化なんだろう？？ と思うくら

い長蛇の列。（そういえば、○○年前に自分も並んだっけなぁ） 

 この会場がなくなると、観光客も減るし地下鉄も大打撃だよな･･･。代替地探しに苦労して

いるようだけど、豊平川の河川敷なんかどうかなぁ。幌平橋～南大橋間なら駅も近いし、スス

キノ会場にも近い。さらに、雪像作りも集まりやすいし解体後も川に流せる。もうすぐ一部が

市民活動団体の活動スペースにもなる旧豊水小学校も近い。なんだかおもしろそうなことがで

きそうじゃないか。と、空想は膨らむばかり。（笑） 

 そうこうしているうちに、音楽隊による「虹と雪のバラード」（歌付き）が聞こえてきまし

た。札幌オリンピックは私の生まれる前の出来事ですが、なんだかとってもジーンときました。 

♪ 生まれ変～わる～、サッポロの～地に～･･･ 

 今、札幌市も他の都市同様に厳しい時代を迎えていますが、そうです、生まれ変わるんで

す！ NPOのチカラで！！       

 そんな地域再生の事例が満載の書籍「NPO が北海道を変えた― 道州制と市民自治へのチ

ャレンジ ―」（定価［本体1800円＋税］）全国主要書店で好評発売中！！ 

 あれ? 宣伝になっちゃった。 

（松本 公洋） 
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２００５年３月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１３５号 第３種郵便物 

☆ミニ土曜講座～地方自治とＮＰＯ～のご案内 

地方分権の時代を担う自治体職員の能力開発に資することを目的に、１９９５年から行われてい

る「地方自治土曜講座」には、全道各地の自治体職員を中心に毎年約３５０名が参加されます。

そこで、このミニ土曜講座では、地方自治土曜講座から３名の実行委員をお招きして、NPOと

自治体とのかかわり方や市民参加のあり方など、NPOが地方自治において担う役割を考えてみ

たいと思います。本業は札幌市職員である実行委員のみなさんからどのような提案がなされるの

か、非常に興味深いところです。ぜひご参加下さい。 

【日程、講師、講演タイトル】 

①4/  9（土）酒井智美さん 「自治体アウトソーシングの進展と NPO」 

②4/16（土）渡辺三省さん 

「議会への市民参加の可能性～市民、NPO等との連携と緊張関係の間で～」 

③4/23（土）長谷部英司さん 「機能的な参加型評価のあり方」 

【場  所】北海道NPOサポ－トセンター研修室 

（札幌市中央区北5条西6丁目2 札通ビル8F） 

【時  間】いずれも 13：00～15：00  

【定  員】各回 20名 

【参 加 費】1回 500円（3回通し 1,000円） 

【お申込み】団体名、氏名、年齢、連絡先電話番号、講座番号（4/9は①、4/16は②、4/23

は③）をお書きの上、下記 FAX、Eメールにてお申込み下さい。 

FAX 011-281-8807  E メール  npo@mb.infosnow.ne.jp 

【締  切】4月 1日（金） 

 

☆事例研究講座 ～ＮＰＯが運営する介護事業所～ 予告 

 介護ＮＰＯ活動を実践している３人を講師に事例研究講座企画の準備をしています。 

 日程 ①5/16（月） ②5/23（月） ③5/30（月） 

 いずれも 18:30～20:30 講師：在宅サービスどさんこ 天野祐子理事長 

介護グループむらさき 米田久美子理事長 

ケアグループみらい  谷口道徳理事長 

  定員２０名 参加費１回500円（３回通し 1,000円） ※ 詳しくは４月号で 

  会場：北海道ＮＰＯサポートセンター研修室（札幌市中央区北５西６札通ビル８階） 

 

☆ＮＰＯ起業科 団塊世代向けコース 予 告 
企業を卒業したら、
次は起業だ！ 

 「２００７年問題」という話題が持ち上がっています。戦後生まれの団塊世代が定年退職の

時期を迎えます。３年先のことを今から考え、「定年後の楽しい生き方」を模索しませんか。

すでに退職された６０代前半の方にも役に立つ講座を企画します。 

●昼間コース ６月の土曜４回（４日、１１日、１８日、２５日）午後１時～４時 

●夜間コース ６月の火・金曜６回（７日、１０日、１４日、１７日、２１日、２４日） 

       午後６時３０分～８時３０分 

会 場：北海道ＮＰＯサポートセンター研修室（札幌市中央区北５西６札通ビル８階） 

講 師：ＮＰＯ推進北海道会議／北海道ＮＰＯサポートセンター／ＮＰＯサポート専門家会議 

メンバー  

受講料：12,600円  ※ 詳しくは４月号で 
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 Ｊｎｅｔ 第１３５号  第３種郵便物 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

『あなたが創る、まちづくり読本』差し上げます 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

2004年度、北海道NPOサポートセンターでは、

文部科学省より、「生涯学習分野におけるNPO支

援事業」を受託し、まちづくりサポート事業を実

施してまいりました。 

その中で、まちづくりに関する冊子を作成いたし

ましたので、お役立て頂きたく、希望される方に

は無料で差し上げます。 

まちづくり活動を実践活動に移していく上でのヒ

ント集的にもご活用いただけますので、是非ご一

読ください。 

●費用●無料（ただし、送料をご負担ください） 
●送料●1部 160円、２～3部まで210円 

（それ以上の場合は、要ご相談） 

●申込み方法●住所・氏名・団体名（あれば）・希望
部数・電話番号を電話もしくは、FAX、email で

お知らせください。郵便振替用紙を添えて発送い

たします。後日、送料分をご入金ください。 

●申込み・お問い合わせ先● 
特定非営利活動法人 北海道 NPO サポートセン

ター（担当：吉元、北村） 

 

〒060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目 

クワガタビル2F 

TEL011-204-6523 FAX011-261-6524 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

『あなたが創る、まちづくり読本』 （全 48P） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

●もくじ● 
1 章 環境とまちづくり 

 自分が生活する場所ってどういうところ？ 

  伝えたいメッセージ 

  私たちが取り組めること 

2章 自分たちが住むまちを知ろう！ 

 地域を見つめるワークショップ 

 地域を見つめてみえてきたこと 

3章 想いを形にする！実践活動への手引き 

 活動を続けていく上で必要になること 

 活動リーダー・ファシリテータ―のスキルアップ 
 地域の中でまちづくり活動を実践しよう 

  ・コミュニティマップづくり 

  ・地域ポータルサイトの企画づくり 

4章 おしまいに 

 アイスブレーキングのためのアクティビティ集 

 

 2004年 12月 22日発行 2004年版 札幌市介護保険・福祉サービス事業所ガイドブック

A4判（470ページ） 定価 2,000円（税込み） 

札幌市内の介護保険・福祉サービス事業所1,457箇所及び札幌市内にサ

ービス提供する市外事業所（名称、住所等の基本情報のみ）、札幌市在宅

介護支援センターの情報を掲載しています。 

本誌の内容は、サービス提供地域・時間、人員体制、利用料、系列サー

ビスなど情報が満載です。介護保険事業所は在宅・施設サービス、対象

外事業所は在宅系のホームヘルプ、理美容、配食、ミニデイ、移送、施

設系の養護老人ホームなど各事業所（今年から生活支援ハウスも掲載）

を網羅し、充実したガイドブックとなっています。 

【問合せ】北海道ＮＰＯサポートセンター 

TEL 011-204-6523 FAX 011-261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp 
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阪神淡路大震災から１０年 白いリボン運動！2005 

新しい NPO に新しい大衆募金の仕組みを！白いリボン運動は、阪神大震災を契機に

発足した「市民活動・ＮＰＯ活動への新しい大衆募金運動」です。関西中心に多くの

ＮＰＯが参加し、1 月と２月を募金月間として募金活動を行ってきました。今回集ま

ったお金は概ね半分を「台風・大雨・中越地震・スマトラ地震津波」支援をしている

ＮＰＯ／ＮＧＯへ配分し、残りを市民活動団体一般助成として配分します。道内でも、

趣旨に賛同した方々で「白いリボン運動・北海道地域実行委員会」（樽見弘紀委員長）

をつくりました。２月２４日現在、NPO推進北海道会議、北海道NPOサポート

センター、北海道 NPO 越智基金、旭川ＮＰＯサポートセンターなど１０団体が

参加し、約７万５千円の募金をいただきました。この募金は今年度は全額を全国

実行委に送金する予定です。     （白いリボン運動・北海道実行委 北村）



２００５年３月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１３５号 第３種郵便物 

北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」紹介  0４年度改訂版 

北海道ＮＰＯサポートセンター会員に対するサービス事業です。 

詳細については個別にご相談に応じますのでお気軽にお問い合わせ下さい。電話０１１－２７１－５２０８ 
 

☆☆☆北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」一覧☆☆☆（単位：円，税込） 

サポートの内容 詳   細 規格・単位 基本料金 

ＮＰＯ法人申請手続  相談・書類作成等アドバイス（初回相談無料） 

※法人申請は時間がかかります。（４ヶ月～６ヶ月） 
基本料金 21,000～

身分証明書作成 ラミネートを使った身分証明書を作成します。 1枚 210

片面 Ｂ５ 1,000枚 2,738

片面 Ａ４ 1,000枚 2,738

片面 Ｂ４ 1,000枚 3,438

印刷（予約制） 

黒インク印刷のみ 

（カラー印刷、製本等は 

良心的な印刷所を紹介） 

簡易印刷機（リソグラフ）で印刷します。 

基本料金は製版1枚、紙代込みの場合です。 

（厚紙や色紙は少し高くなります。 

ご相談ください） 

Ａ３まで印刷可、10枚以上～（両面は片面の倍） 片面 Ａ３ 1,000枚 4,838

片面 カラー 1,470

片面 白黒 1,050

両面 カラー 2,310
名刺作成 

パソコンで名刺を印刷します。（100枚単位） 

片面初版代：3１５円、 

両面初版代：5２５円が別途かかります。 

両面 白黒 1,890

横断幕・ポスター パソコンで長尺紙（幅４2ｃｍ）に印刷します。 片面のみ 1,575～

シール ＮＰＯのロゴマークシール １シート 大 5枚、小10枚 各 210

エプロン ロゴマーク、事業所名を入れてエプロンを作ります。 5枚以上 1枚 4,515

日常会計業務支援 パソコンで、伝票入力から決算書作成まで実施 基本料金（1仕訳） 63～

介護保険 1事業所 10,500～介護保険・支援費指定事業所 

申請事務サポート 

指定事業所になるための支庁・市役所提出書類作成、

提出までのサポートを行います。 支援費 1事業所 7,350～

介護保険料請求事務 伝送による介護保険請求をします。 1事業所 2,625～

 2004.7.1 改定  
※上記の表以外に、不動産売買・賃貸、税務申告、登記書類作成、損害保険、ＦＰ関係について、ＮＰＯサポート専門

家会議メンバー等による相談を随時受け付けております。（ｻﾎﾟｾﾝｽﾀｯﾌがお聞きし専門家にお伝えします） 

※法人認証申請書類、登記書類、会計書類、税務申告、介護保険申請等は、必要に応じてＮＰＯサポート専門家会議メ

ンバーの専門家のアドバイスをいただいています。ＮＰＯサポート専門家会議は、弁護士、司法書士、社会保険労務

士、行政書士、公認会計士、税理士、損害保険専門家、不動産鑑定士、不動産専門家、建築士、社会福祉士、ＦＰな

どの専門家が参加しています。 
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●ＮＰＯ推進北海道会議／●北海道ＮＰＯサポートセンター／●ＮＰＯバンク／●ＮＰＯ越智基金 

〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２階 IP ０５０－７５４１－４７９９

電話番号０１１－２０４－６５２３，０１１－２４２－４３３３ ＦＡＸ番号 ０１１－２６１－６５２４ 
通常業務時間１０：００～１８：００（土、日、祝日は休む時があります） 

●北海道ＮＰＯサポートセンター相談センター・研修室／●ＮＰＯ推進北海道会議分室 
   〒０６０－０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８階 

電話番号 ０１１－２７１－５２０８， ０１１－２８１－５９２７ ＦＡＸ番号 ０１１－２８１－８８０７ 
通常業務時間１０：００～１８：００（月～土）（日、祝日休み） IP電話 ０５０－７５４３－３２９１ 
すぐ春です。引越しの季節到来 引越し・旅行・車検のことなら･･札通”はこび愛ネット”をご利用くだ
！ご存知かもしれませんが、飛んでけ！車いすの会をはじめ札幌チャレンジドなど１０団体ほどが参加している

で、札通さんの商品を利用して、「ＮＰＯサポセンに還元して！」と言うと商品代金の５％が還元される仕組み

。どうやって利用するの？申し込みはとても簡単。下記の”はこび愛ネット”推進事務局にお電話ください。イ

ーネットからの申し込みもできます。利用サービスは、引越し、旅行（札通トラベル）、車検・自動車修理（札

工）、と文房具（札通商事）などの購入です（一部対象外あり）。ぜひご利用ください。  
問い合わせ・申し込みは 札通“はこび愛ネット”推進事務局 

ＥＬ（０１１）２５１－４１１１内線２５０番 ＦＡＸ（０１１）２３１－７０６３ 
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 Ｊｎｅｔ 第１３５号  第３種郵便物 

書籍案内 

 
編集工房 NODE［編］

インテリジェント・リンク［発行］

四六版 288頁 ISBN4-902806-00-2 
定価［本体 1800円＋税］ 
北海道ＮＰＯサポートセンターで取り扱い中 
主な内容 

■高橋はるみ北海道知事インタビュー 

■座談会「道州制と NPO」 

■新しい NPO時代に向けての対論・提言 

■地域を支える NPO42の事例紹介 
 
■本書を推薦します 
上田文雄／札幌市長 
 NPO は地域再生、地域創造のエンジンになるべきである。
北海道の NPO がいかに地域を変え、地域を元気にしてきたこ
とか。本書が紹介する成功事例は、元気なまちづくりと元気な

生き方を求めるものに多くの示唆を与えることになる。  

逢坂誠二／ニセコ町長 
 道州制論議と NPO の現状を知る、決定版！  

北川正恭／前三重県知事 

 

 

 

 

 

 

 

イベント報告  さっぽろ雪まつり 
ＮＰＯ雪像  

 

 北海道NPOサポートセンターでは、第56回「さ

っぽろ雪まつり」に雪像づくりで参加しました。（大

通西10丁目会場） 

■作った雪像／手をかたどった北海道のＮPOキャラ

クター「ハンド君」とカタツムリをイメージした白い

リボン運動のキャラクターです。今年は雪が多く、つ

くった雪像の上に積もった雪払いに５回も出動しま

した。 

雪像制作監督の織田さん（水泳ＮＰＯ）、実行委員長

の山上さん。ボランティアで雪像づくりに参加された

みなさん。ご苦労様でした。（小林） 

 

ＮＰＯな

ツアー

るサン

ラムが

実施期

間です

企画団

代表者

米国Ｎ

す。 

 その

でお世

ムはす

ます。

費用は

参加対

でもＯ

験を通

たい人

を考え

ンシッ

ムです

詳しい

nfl@t

ＴＥＬ

イチローカード ＭＡＷからのお知らせとお願い

難病の子どもたちの夢をかなえるお手伝いをし

ているメイク・ア・ウイッシュです。 

ＭＡＷでは使用済み切手、使用済みプリペイド

カード、書き損じはがきを集めています。還元

されたお金は子どもたちのために使われます。

届けていただくのが難しい場合は取りに伺いま

すので、ご連絡ください。 

また、スターバックスコーヒーはマリナーズの

イチロー選手をあしらったプリペイドカードを

発売し、１，０００円のカードのうち２００円

をメイク・ア・ウイッシュに寄附して下さる 

ことになりました。スタバのコーヒーを飲む際

には、イチローのカードをお買い求め下さい。

発売は４月４日からです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

ＭＡＷＪ札幌支部  〒060-0005 

札幌市中央区北５条西６丁目札幌センタービル

２３Ｆプルデンシャル生命保険㈱内  
sapporo@mawj.org http://www.mawj.org/ 

ＴＥＬ011-219-7111 

携帯 080-5181-4111 

平日午後１～４時 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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・・・ 

案内 米国ＮＰＯのメッカとして知られ

フランシスコでボランティア体験プログ

実施されます。 

間は3月3日～3月18日までの16日

。 

体は現地のＮＰＯであるＪＰＲＮです。

の柏木さんは、9年前に札幌ではじめて

ＰＯに付いて講演していただいていま

後も全国の多くのＮＰＯ関係者が、現地

話になっている団体です。このプログラ

でに参加者も集まり実施が決定しており

 

２７８，０００円（札幌発着）です。 

象は、ＮＰＯに関心のある方ならどなた

Ｋですが、アメリカでのボランティア体

じて、アメリカのＮＰＯや社会を体感し

におすすめです。将来、ＮＰＯでの活動

ている人。海外ボランティアやインター

プに関心がある人にはベストなプログラ

。 

ことは下記まで。 

abiichiba.co.jp 

 011-２００－５６７８ 



２００５年３月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１３５号 第３種郵便物 

○●○ 助成金情報 ○●○ 
インターネット環境にないNPOのみなさまへ～「助

成金を申請したいが、情報を上手く収集できない」

という声を良く聞きます。 

●最近の助成金は、募集要項や応募用紙をインター

ネットから取得（ダウンロード）する方式が増えて

います。 

また、さまざまな助成金情報をインターネットから

取得することができます。 

●北海道NPOサポートセンターでは、インターネ

ット環境にないNPOの為に、 

①ＩＴ推進ＮＰＯの紹介 ②パソコンの導入設

定・インターネット環境整備支援 ③助成金情報取

得支援／助成金申請サポートを行っています。（地

域によって対応できない場合があります）詳細はお

問い合わせください。 

電話０１１－２０４－６５２３（担当：畑） 

 

下記の助成金情報についてはインターネットから

の取得情報（抜粋）です。 

インターネット環境にないNPOのみなさんに、募

集要綱などの FAXサービスを行います。 

（NPO推進北海道会議または北海道NPOサポー

トセンター会員へのサービスです。） 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

●財団法人秋山記念生命科学振興財団 
平成17年度社会貢献活動助成公募案内 

助成区分・助成金額 社会貢献活動助成 

      １００万円（最大）３件程度   

［対象団体］ 特定非営利活動法人（NPO）、また

は以下の条件を満たす団体（法人格を有しない民間

非営利組織・市民活動・ボランティア団体）で、北

海道に本部拠点を有すること。 

１．不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与する 

２．営利を目的としない 

３．団体の組織、運営に関する定款、または規約な

どを有する 

４．事業計画書、収支予算計画書、事業報告書、 

収支決算書が存在する 

５．宗教活動や政治活動を行うことを目的としない 

［対象事業］ 市民活動の活性化のための事業であ

り、国や地方自治体の補助対象事業でなく、当該

年度に行い完了する事業で、申込時期に実施中ま

たは実施予定の事業であることとし、分野は問わ

ないが活動が生命科学に関連した事業であるこ

とを条件とする 

［公募期間］ ３月１日（火）～３月31日（木）

［選考決定］ ６月中旬 

［申し込み方法］ 申込を希望される方は、住所、

団体名、電話番号、助成区分（社会貢献活動助成）

を記入の上、Fax 又は E-mail にて下記にご請求下

さい。折り返しこちらから申込書を送付致します。 

［問い合わせ・申し込み先］ 

 財団法人秋山記念生命科学振興財団 

〒064-0952 札幌市中央区宮の森２条11丁目 

 tel 011-612-3771 fax 011-612-3380 

 E-mail：a-found@mse.biglobe.ne.jp 

URL ：

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/~a-found/ 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

●赤い羽根共同募金助成（１７年度第１次受付） 
赤い羽根共同募金では、公の援助を現に受けていな

い先進的で開拓的な草の根の住民福祉活動を応援

するため、「公募」により活動資金を助成します。 

【助成対象団体】 

・北海道内で活動する「住民福祉団体やグループ」

で、活動実施に要する資金の確保に困難をきた

している団体 

・自主性（特定の企業、政党、宗教団体などから

独立して運営）をもって運営され、非営利並び

に情報公開の実施を原則としている団体 

【助成対象事業または費目】 

・問題を先取りしていくような活動、住民参加

協力により独自性をもって自ら問題を解決し

ていくような活動 

・活動のため必要な会議費、研修費、備品・機

材等の購入費、ＰＲ資料などの作成費など、

活動団体の事業運営に最低限必要な経費。 

（今回の助成は平成１８年３月末までに実施

される活動を対象とします。） 

・下記の費用は助成対象として認めない 飲食

費、講師謝礼、報酬、人件費、建物の増改築、

附帯設備の整備、高額高機能な機器・備品や

作業機械等、研修旅行費、交通費等 

【助成限度額】１団体５０万円を限度とする 

【募集期間】平成１７年３月３１日（必着）まで 

【応募の方法】 

 応募用紙に必要な事項を記入し郵送して下さい。 

【決定・助成の方法】 

一般住民代表による選考委員会において、活動の内

容等を勘案し、それぞれ決定します。（選考の結果、

助成金額が要望額よりも減額することがあります） 

 ・決定の通知～５月中旬ころ 

 ・助成金の交付～決定より１ケ月以内 

【お問合せ先】社会福祉法人 北海道共同募金会 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目１番地

かでる２・７ ４階 

電 話011-231-8000 

ＦＡＸ011-231-8003 

http://www.akaihane-hokkaido.j/ 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

●損保ジャパン  
ＮＰＯ法人設立資金 助成応募要領  

１．対象者  社会福祉の分野でNPO法人の設立を

計画している団体 

但し、平成１７年度中に設立認証申請を行うこと

を原則とします。  
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 Ｊｎｅｔ 第１３５号  第３種郵便物 

２．活動内容 障害者、高齢者を対象とした、主と

して在宅福祉に関する活動  

３．助成金額 １団体 ３０万円 

本年度の総額は未定（平成１６年度実績は６９件）  

４．資金使途 法人設立に関する費用であれば使途

は問いません。 

(注)会合費、人件費、器材費その他一切使途は問い

ませんが、平成1７年度末の段階で助成金の支出明

細表をご提出いただきます。  

５．申込方法 添付の申込書に記載の上、下記郵送 

平成１７年４月１日(金)より、４月３０日(土)まで

(当日消印有効) 

｛事務局｝〒160-8338 東京都新宿区西新宿１

－２６－１ 損保ジャパン本社ビル３７階 

損保ジャパン記念財団 社会福祉助成係 

ＦＡＸ ０３－５３２２－５２５７ 

６．選考方法 ６月開催予定の選考委員会による選

考を経て、７月上旬の助成 を予定しています。  

７．選考基準 -過去の活動実績を重視します。 

-障害者福祉活動団体を優先します。 

-団体としての将来性、事業の将来性を考慮します。 

-団体として NPO 法人化の合意が得られた団体を

優先します。 

-出来るだけ全国各地の団体に助成するため地域性

を考慮します。  

８．その他 助成金交付後NPO法人の設立を取りや

めた場合、その状況により助成金のご返金を求める

場合があります。 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

●ニトリ 北海道応援基金  
応募締め切り   

平成１７年３月３１日（木）当日消印有効 

  

●応募に必要な書類   

○申請書式 

○ 他、事業内容に関する企画書や補足資料 

○ 代表者の経歴書  

●応募方法   

必要書類を下記までご郵送ください。 

〒００６－８５２０  

札幌市手稲区新発寒6条1丁目5-80 

株式会社ニトリ 北海道応援基金事務局 宛 

応募方法をはじめとするご質問は、ｅメール 

kikin@nitori.jp 株式会社ニトリ北海道応援基金事

務局 担当：三ツ浦・池田 

TEL：011-664-8368 

FAX 011-666-0114 

・受付／月曜～金曜 9:00～17:00）まで 

※ お電話の場合はつながりにくいことがあります。

できるだけメールにてご連絡ください。  

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

●ろうきん（北海道労働金庫）社会貢献助成制度 

２００５年度助成 予告助成金総額 ７００万円 

１団体当たり３０万円（上限） 
 福祉系ＮＰＯへの助成を総額の５割程度とします。 

応募期間（予定）３月２２日～４月２５日 
詳細はＮＰＯ情報４月号に掲載します。 

問合せ 北海道ＮＰＯサポートセンター（北村） 
 TEL(011)204-6523 FAX(011)261-6524 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

●>>平成 17 年度「まちづくり人」応援助成金 

まちづくり市民財団は、「市民がまちづくりを行いやす
い環境づくり」と、「それに取り組む人たちの応援」をする財団

です。私たちは「まちづくり人」を応援します。 

まちづくりに情熱を燃やし、それぞれの地域で想いを形にして

いこうという人たちを応援します。 

助成金   本年の助成金の総額は６００万円 

一件５０万円程度とし、内容等選考の上、１０件程

度選出。 ※複数年連続で助成する場合あります  

書類提出先および問い合わせ先  

  財団法人まちづくり市民財団 事務局 

〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-14-3  

日本青年会議所会館内 

TEL： 03-3234-2607（平日午前10時～午後5時） 

FAX： 03-3234-5770 

URL ：

http://home.interlink.or.jp/~machizkr/index.htm 

Ｅメール：machizkr@interlink.or.jp  

送付期間  

  平成１７年３月１日～３月３１日（必着）  

 

ＮＰＯ法人 ＮＰＯ推進北海道会議 

代表理事 田口 晃 (北海道大学教授) 

杉岡 直人（北星学園大学教授） 

杉山さかゑ (北海道ｸﾞﾘｰﾝﾌｧﾝﾄﾞ理事長) 

事務局長 佐藤 隆 

------------------------------------------ 

ＮＰＯ法人 北海道ＮＰＯサポートセンター 

理事長 杉山さかゑ  事務局長 小林董信 
------------------------------------------ 

NPO法人 北海道NPOバンク 
           理事長 杉岡 直人 

NPOバンク事業組合 理事長 高木 晴光 

---------------------------------------------

NPO法人 北海道NPO越智基金 
代表理事 田口 晃  

---------------------------------------------

〒060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目 

クワガタビル2F 

TEL(011)204-6523 FAX(011)261-6524

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp 

URL http://npo-hokkaido.org/ 

★相談センター／研修室 

〒060-0005 札幌市中央区北５条西６丁目 

札通ビル８階 電話０１１－２７１－５２０８ 

FAX０１１－２８１－８８０７ 
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